
アクティブな人だけでも、古風な人だけでもない。シニア理解のための類型化 
～読広生活者調査CANVASS シニア層分析レポートより～ 

  

多様な価値観を持つシニア層を把握するために、住まいの意識をベースに全7タイプに分類 
それぞれのタイプの生活者像と、理想の住まいを分析 

報道関係各位 

2014年11月26日 

【都市生活シニア層の全７タイプ概要】 

1.人とのコミュニケーションを最重視、人が集まる住まいを望むタイプ（含有率：12.4％） 

2.畳や和室を好み自然志向、シンプルに自分の居場所を作りたいと考えるタイプ（含有率：13.2％） 

3.住まいの安心・安全を重視し、暮らしの利便性を求めるタイプ（含有率：20.9％ ※最も人数の多いタイプ） 

4.現状の住まいに不満が多く、海辺や高層マンションなど理想の住まいにあこがれているタイプ（含有率：9.0％） 

5.地元（今の住まい）への愛着・こだわりが強く、地域とのつながりを大切にするタイプ（含有率：16.0％） 

6.住まいのこだわりが強く、地域コミュニティも重視、様々な分野に関心が高いアクティブなタイプ（含有率：11.5％） 

7.住まいに対するこだわりが低く、日々の娯楽の充実を望むタイプ  （含有率：17.1％） 

 日本人口の4人に１人が65歳以上となった現在、シニア層に対応した生活環境づくりが早急に求められています。 

 ひと昔前の「シニア＝リタイア」のイメージと異なり、現在のシニア層は健康維持だけでなく、趣味やレジャーに積極的であり、

また現役で働き続ける人も少なくありません。価値観も多様なため、シニア層が今後どんな生活を望んでいるか、ひとくくりに

捉えることはできません。 

 株式会社読売広告社（本社：東京都港区 代表取締役社長：中田安則）は都市部に住むシニア層が、住まいに

関してどのような意識を持っているのか、住まいに対する意識の違いで生活意識や理想とする住まいがどのような点で異な

るのかを分析・検証し、特に住生活分野でのシニア層マーケティングに資するデータとして活用することを目的に、住まいに

関する意識をベースにクラスタリングを行い、それぞれのクラスタの特徴や傾向について分析しています。 

＜分析概要＞ 

住まいに関する意識の回答傾向を基にクラスター分析を実施、シニア層を7タイプに分類しています。 

 ■分析対象者：シニア層・およびシニア予備軍となる50～74歳男女 N=469  

（※ベースデータに読広生活者調査CANVASSを使い、シニア層を抽出して分析対象としています。） 

＜各タイプの概要とポジショニングマップ＞ 

NEWS RELEASE 
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① 
12.4％ 

利便性志向 
高い 

利便性志向 
低い 

地域コミュニティ 
重視度 高い 

地域コミュニティ 
重視度 低い 

② 
13.2％ 

③ 
20.9％ 

④ 
9.0％ 

⑤ 
16.0％ ⑥ 

11.5％ 

⑦ 
17.1％ 

つながり 
フレンドリーライフ 

和み 
シンプルライフ 

リスクヘッジ型 
セーフティライフ 

※円の面積は、各クラスタの 
  ボリューム比率を表しています。 

あこがれ 
トレンドライフ 

消極的 
ご隠居ライフ 

こだわり 
デザインライフ 

下町的 
絆ライフ 

人とのコミュニケーション
重視で、資産価値に
はあまりこだわらない 

畳や和室を好み、シンプル
に自分の場所を作りたいと

いう志向が強い 

住まいの安心・
安全を重視 

別荘、海の近くなど憧
れの場所、高層マン
ションに住みたいという

志向が強い 

今住んでいる場所に対す
るこだわりが強く、利便性
や資産価値志向が強い 

インテリアなど住生活に対
するこだわりが非常に強い 

住に対するこだわりが薄く、
全般的に意識が低い 

①
12.4％

利便性志向
高い

利便性志向
低い

地域コミュニティ
重視度 高い

地域コミュニティ
重視度 低い

②
13.2％

③
20.9％

④
9.0％

⑤
16.0％⑥

11.5％

⑦
17.1％

つながり
フレンドリーライフ

和み
シンプルライフ

リスクヘッジ型
セーフティライフ

※円の面積は、各クラスタの
ボリューム比率を表しています。

あこがれ
トレンドライフ

消極的
ご隠居ライフ

こだわり
デザインライフ

下町的
絆ライフ

人とのコミュニケーション
重視で、資産価値に
はあまりこだわらない

畳や和室を好み、シンプル
に自分の場所を作りたいと

いう志向が強い

住まいの安心・
安全を重視

別荘、海の近くなど憧
れの場所、高層マン
ションに住みたいという

志向が強い

今住んでいる場所に対す
るこだわりが強く、利便性
や資産価値志向が強い

インテリアなど住生活に対
するこだわりが非常に強い

住に対するこだわりが薄く、
全般的に意識が低い



＜各タイプの現在の住まいと、理想の住まい＞ 

①
つながり

フレンドリーライフ

•2世代世帯の4人住まい
•持ち家マンションで住宅ローン借入率が高め
•満足度はやや低め

•郊外の戸建てに住みたい（中古でも可）
•人を呼べる住まいに住みたい

②

和み

シンプルライフ

•1世代世帯の2人住まい
•持ち家戸建てで、1970年代から居住
•満足度はやや低め

•郊外の戸建てに住みたい
•和室・畳の暮らし
•自然素材を使った家、自然が豊かなところ

③
リスクヘッジ型
セーフティライフ

•持ち家マンション住まい
•満足度はやや低め

•マンションでも良い（中古でも可）
•セキュリティがしっかりした、治安の良く災害に強い街
•日常の買い物や医療環境、駅近といった老後でも安
心して暮らせる住まい

④
あこがれ

トレンドライフ

•2世代世帯の3人住まい
•バブル期前後に住み始めた比較的狭小住宅
•満足度は全クラスタ中最低

•持ち家で戸建てに住みたい
•超高層マンションや別荘、海に近いなど様々な理想
の形を持っている

現在の住まい（実態） 理想の住まい（希望）

なご

⑤
下町的
絆ライフ

•2世代世帯の持ち家戸建て住まい
•1970年代以前から居住
•満足度は平均的

•持ち家戸建てが良い
•今の家（地元）に住み続けたい

⑥
こだわり

デザインライフ

•1世代世帯の持ち家戸建て住まい
•延べ床面積30坪超の広めの家に居住
•満足度は全クラスタ中トップ

•郊外の戸建てで持ち家が良い
•家具やインテリア、キッチンなどにこだわった家

⑦
消極的

ご隠居ライフ

•借家共同住宅住まい
•延べ床面積20坪以下の比較的狭小住宅に
居住

•満足度はやや高め

•こだわりはなく、現状のままでよい
•将来的には出身地に戻りたいとも思っている

＜読広生活者調査「ＣＡＮＶＡＳＳ」最新刊書籍では、各タイプの詳細を掲載＞ 

「現在の住まい」・「理想の住まい」のイラストによる解説のほか、家族・健康・地域・情報接触などの生活価値観
を含め、各タイプの詳細な分析を掲載しています。 

タイプ①：つながりフレンドリーライフ

コミュニティ・人とのつながりが最優先

「住まいに人を呼びたい」「多くの人が来る住まいがよい」「友人と近いところに住みたい」といった項目が全クラスター中トップ。
地域での交流を考え、一戸建て・マンションどちらの場合も、世帯数や区画数の小規模なエリアを望んでいる。

住まいの所有意識や、現住居へのこだわりは薄い

「住まいは所有したほうがよい」「今の家に一生住み続けたい」といった項目は低く、それほど今の住居へ固執していない様
子。
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・住まいに関する意識は「人とのつながり」が最優先

・生活は家族中心、子育ての意識も高い

・親戚や友人との付き合いに積極的で、よりどころと考えている

・健康意識は「具合が悪ければ医者へ」

・情報源も人づてが多いが、テレビやチラシの参考度も高めで、スマホ活用度は高め

「人が集まる住まい」現在の住まい（実態） 理想の住まい（希望）

50歳代前半のパート主婦で年収は400～599万円が中心。

２世代世帯の４人住まいで持ち家マンション居住が多く、

住宅ローンを払っている比率が高い。

「住」に対する満足度はやや低め。

このタイプの特徴

シティライフ派 6.9 ： 51.7 郊外派

戸建派 59.7 ： 19.4 マンション派

持家派 56.0 ： 5.3 賃貸派

新築派 3.2 ： 26.6 中古派

広さ現状維持 18.7 ： 3.7 ダウンサイジング可

低層マンション派 28.8 ： 7.8 高層マンション派

住まいの考え方 （合計100%、中間回答非表示）

つながりフレンドリーライフの生活価値観

家族 人と地域

健康 情報
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記念日は家族そろってお祝いするなど、家族中心の生活を送っている。

子育て、しつけは男性も関与するべき、と言った意識も高い。
親戚や友人との付き合いに積極的で、友人をよりどころと考えている。

体調が悪い時は、とりあえず「病院」へ。

人づきあいに積極的な側面もあり、日常の情報源は人が中心。その他

テレビやチラシの参考度も高い。関心分野はグルメ・芸能・美容。

またスマートフォンの活用度が高く、「LINE」を使っている比率が高い。

○家族についての考え方（全体平均より高いもの）

※主要な項目の抜粋 ○は対象者全体平均より10％以上高率、▲は10％以上低率

○人との交流についての考え方（全体平均より高いもの）

○健康についての考え方（全体平均より高いもの）

▲健康についての考え方（全体平均より低いもの）

○情報についての考え方（全体平均より高いもの）

○関心のある分野・インターネット利用状況など（全体平均より高いもの）

【関心分野】：食べ歩き・料理・グルメ／芸能・エンターテイメント／美容

【情報源別関心】：チラシ（ファッション／食品・食材／旅行／健康） 医療（専門家・店員の話）

【自分から話題にあげたもの】：美容

【スマートフォンでのインターネット利用頻度】：ほとんど毎日

【スマートフォンの利用内容】：ブログ・ホームページなどの閲覧・情報検索／スカイプ、

ＬＩＮＥなどでの通話／アプリ・ソフトウエアのダウンロード

【会員登録しているサービス】：LINE

人に教えられることが多いほう

わからないことがあるとすぐ人にきく

いろいろな情報はテレビで知ることが多い

友人・知人を自宅に招くことが多い

親戚づきあいは必要だと思う

同窓会はできるだけ出席するようにしている

人数が少なくても深いつきあいをしたい

仕事関係以外の人づきあいをよくしている

町会の集会や催し物などによく参加している

近所に親密なつきあいをする人がいる

夫（妻）と共通の友人がいる

異なる世代との交流は重要だと思う

声をかければ必ず付きあってくれる友人がいる

よりどころ：友人（幼なじみを除く）

家庭生活は子ども中心である

子どもへのしつけはきびしい

家庭を犠牲にしてまで、仕事には打ち込むべきではないと思う

家族と洋服などのショッピングに行くことがある

家族の誕生日や夫婦の結婚記念日などは家族揃ってお祝いをしてる

メールで家族と連絡をとることが多い

子どものしつけは親の責任だと思う

家事は家族で分担するべきだと思う

男性も責任をもって子育てをするべきだと思う

夫婦でも性格が合わなければ無理して結婚生活を続ける必要はない

少しでも体調が悪いと医者に行くようにしている

できるだけ腹をたてたり、イライラしないようにしている
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・住まいに関する意識は「和・畳・自然志向」

・親戚付き合いに積極的だが、友人の数は減っており、高齢者サポートや助け合い意識が高め

・健康に自信があり、薬は飲まないなどナチュラルな健康管理意識

・情報源は新聞とテレビ、関心分野は政治・経済・防災

「自然の中で、
自分の時間を大切にする住まい」

70歳代前半女性・専業主婦が中心、現役世代からは外れ
るため、年収は低め。

1世代世帯の2人住まいで、1970年代から今の家に住んで
いるケースが多い。

「住」に対する満足度はやや低め

タイプ②：和みシンプルライフ

シティライフ派      - ： 69.4 郊外派

戸建派 59.7 ： 22.6 マンション派

持家派 66.1 ： 3.2 賃貸派

新築派 3.2 ： 25.8 中古派

広さ現状維持 22.6 ： 1.6 ダウンサイジング可

低層マンション派 25.8 ： 11.3 高層マンション派

現在の住まい（実態） 理想の住まい（希望）

このタイプの特徴 住まいの考え方 （合計100%、中間回答非表示）

和室・畳・自然志向が強い

「洋室より和室が好き」「住まいに畳の部屋が無くてはならないと思う」といった項目が全クラスター中トップ。年代がやや高
めなことも影響してか、和室や畳の暮らしが必要と考えているようだ。 また 「なるべく自然素材を使った家に住みたい」
「自然が豊かなところに住みたい」という項目も高く、自然を感じる住まいにも共感性がある。

シンプルライフ・一人になれる空間が欲しい

「なるべくシンプルに暮らしたい」「なるべくモノを持たない暮らしをしたい」といった項目も全クラスター中トップ。
また、「夫婦別々の寝室や自分だけの空間を持ちたい」「趣味に没頭できる空間が住まいの中に欲しい」といった項目
も高く、一人になれる空間が欲しいという気持ちも感じられる。

なご
11タイプ③：リスクヘッジ型セーフティライフ

「買い物」「駅近」「医療」など、生活の利便性を重視。

「買い物のしやすさ」「駅近」「医療環境が整っている」など、周辺環境の充実を重視している。

住まいは一戸建てよりも、マンション。中古でもかまわない。ただし、暮らしの安全性は重視。

「一戸建てよりマンションに住みたい」「住まいは中古でもかまわないと思う」「セキュリティがしっかりした家に住みたい」

「治安の良いところに住みたい」「災害に強い街に住みたい」といった項目が全クラスター中トップ。

マンションでも中古でもかまわないが、安全な暮らしを重要視しているようだ。

・住まいに関する意識は「安心・安全」を重視

・老後は子供に迷惑をかけたくないという意識が高い

・趣味やスポーツなどの仲間との付き合いが多い

・太らないようにしているなど、日々の健康管理を心掛ける

・比較的インターネットのニュース記事閲覧や情報検索に積極的

60歳代前半の女性中心で、持ち家マンション住まいの比率が高め。

1990年前後に現在の住まいに入居し、住に対する満足度はやや低め。

「老後も安心して暮らせる住まい」

シティライフ派 16.3 ： 26.5 郊外派

戸建派 51.0 ： 30.6 マンション派

持家派 68.4 ： 2.0 賃貸派

新築派 6.1 ： 32.7 中古派

広さ現状維持 13.3 ： 4.1 ダウンサイジング可

低層マンション派 39.8 ： 3.1 高層マンション派

現在の住まい（実態） 理想の住まい（希望）

このタイプの特徴 住まいの考え方 （合計100%、中間回答非表示） 住まいの考え方 （合計100%、中間回答非表示）
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「長年の理想をかなえる住まい」

タイプ④：あこがれトレンドライフ

現状の住まいへの不満の裏返し？ 住みたい家の理想が高い
「マンションなら超高層」「光ファイバーなど情報インフラが充実した家」「オール電化住宅」「ホテルのようなサービスが付
いたマンション」 「別荘のある暮らし」「家を複数所有し使い分け」「近くに緑や公園」「海に近い」「見晴らしの良い」など、
いわゆる「理想の家」の多くの項目で全クラスター中トップのスコア。世代的に「バブル最盛期」の中心で過ごしてきたの
もあってか、現状の不満と理想が非常に高いクラスタとなっている。

インターネットの活用度が高い

「家では一人でパソコンをいじっている時間が多い」など、今回分析対象のシニア層の中では、パソコンの利用度は高い。

・理想の高さと現状の不満が住まい意識の特徴

・家族とのコミュニケーションは積極的だが、他人との人づきあいには消極的な面も見られる

・健康意識は高めで、治療方法を医師に聞いたり、自分で調べることも

・情報意識は「広く・深く」、インターネットや情報機器の利用に積極的

50歳代前半の現役世代男性、年収は800～1000万円が中心。

2世代世帯の3人住まい、20坪程度の広さの住居に1990年（バブ
ル期前後）に入居していて、「住」に対する満足度は全クラスタ中最
低となっている。

地方への移住希望も「今すぐにでも移住したい」という回答が多い。

シティライフ派 23.8 ： 42.9 郊外派

戸建派 61.9 ： 19.0 マンション派

持家派 78.6 ： 4.8 賃貸派

新築派      - ： 33.3 中古派

広さ現状維持 35.7 ： 4.8 ダウンサイジング可

低層マンション派 33.3 ： 33.3 高層マンション派

現在の住まい（実態） 理想の住まい（希望）

このタイプの特徴
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「地域とともに歩む住まい」

タイプ⑤：下町的絆ライフ

戸建て所有重視で、今の家から離れたくない

「住まいは所有した方がよい」「今の家に一生住み続けたい」「マンションより一戸建てに住みたい」といった項目が全クラス
ター中トップ。「住みなれた街に住みたい」「地元から外へはあまり出かけることがない」「親または子供の住まいに近いと
ころに住みたい」など地方への移住希望は無く、今の家から離れるつもりはないという意識が見られる。

住み慣れた街で、地元の人づきあいを大切にしている

近所や町内会といった、地元とのかかわり中心の人づきあいを積極的にしている傾向が強い。

現状の住まいが地元で、築き上げた人間関係がベースの価値観となっているようだ。

・今の住居（地元）から離れたくないという意識が最も特徴的
・家族は「尊敬し合える関係」
・同窓会や町会など、地域とのつながりを大切にしている
・健康意識は「日常の食生活」を気をつける傾向が強い
・新聞やテレビがメインの情報源で、経済・旅行・健康・医療などに関心

70歳代前半男性と50歳代後半女性（特に専業主婦）が中心。

2世代世帯の持ち家戸建て住まいで、1970年代以前から現住居に
住んでいるケースが見られる。

「住」に対する満足度は平均的。

シティライフ派 40.0 ： 10.7 郊外派

戸建派 80.0 ： 16.0 マンション派

持家派 85.3 ：      - 賃貸派

新築派 1.3 ： 32.0 中古派

広さ現状維持 17.3 ： 2.7 ダウンサイジング可

低層マンション派 30.7 ： 5.3 高層マンション派

住まいの考え方 （合計100%、中間回答非表示）

現在の住まい（実態） 理想の住まい（希望）

このタイプの特徴
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「自分のこだわりを詰め込める住まい」

インテリアや住まいの使い勝手にこだわり

「家具やインテリアにこだわり」「住まいやインテリアは住む人を表現すると思う」「装飾やインテリアで自分らしさを反映し
たい」 「キッチンの広さや使い勝手などにこだわる」「住まいは道具であり、活用することに意味がある」など、インテリア
関連項目の多くが全クラスタ中トップ。

住まいの満足度も高く、インテリアや使い勝手など家の中全般にこだわりがあり、それを自己表現と捉えている。

・インテリアや住まいの使い勝手にこだわりが高く、住まいを「自己表現」と捉える
・家族だんらんの時間を積極的にもち、子育て意識も高い
・人づきあいも広く、近所・趣味など仕事以外にも積極的に関係を持つ
・健康意識は普段の食生活や睡眠、運動と幅広く対策をとる
・関心分野が広くクチコミ中心に様々な情報に接触、自分から発信することも多い

女性（特に有職主婦）の比率が高く、年収は全クラスタ中トップ。

1世代世帯の持ち家戸建て住まいで、延床面積30坪超の広めの
家に住んでいるケースが多い。

「住」に対する満足度は全クラスタ中トップで非常に高い。

タイプ⑥：こだわりデザインライフ

シティライフ派 24.1 ： 44.4 郊外派

戸建派 70.4 ： 20.4 マンション派

持家派 74.1 ：      - 賃貸派

新築派 1.9 ： 24.1 中古派

広さ現状維持 11.1 ： 11.1 ダウンサイジング可

低層マンション派 22.2 ： 16.7 高層マンション派

住まいの考え方 （合計100%、中間回答非表示）

現在の住まい（実態） 理想の住まい（希望）

このタイプの特徴
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「家は現状維持、

気軽に娯楽を楽しめる暮らし」

タイプ⑦：消極的ご隠居ライフ

住居そのものより、レジャー・娯楽施設の充実を望んでいる

住まいに関しては、とくに手を加えず、このまま現状維持で良いと考えている。一方、生活環境については、自宅周辺に、
娯楽やレジャー施設などが充実することを望んでいる。

将来的には出身地に帰りたい・・・

地方への移住に対する考え方では「将来は移住したい」と答える割合がやや高めで、理由は「自分の出身地に帰りた
い」。満足はしているが、積極的理由があるわけではなく、こだわりが少ない人たちか。

・住まいへの関心度は低くないが、消極的でポジティブな特徴が見出だしにくい

・家族との関係性が希薄で、子育てへの関心も低い

・友人の人数は平均的だが、友人関係や近所付き合いが希薄

・健康に対する意識は低め

・情報摂取意識が低く、メディアの接触も少なめ

60歳代前半の勤め人男性が中心で、喫煙率が全クラスタ中トップ。

借家共同住宅住まいで、20坪以下の比較的狭小な住宅に住ん
でいるケースが多いが、「住」に対する満足度はやや高めで、不満を
持っている様子はあまり見られない。

シティライフ派 16.3 ： 18.8 郊外派

戸建派 45.0 ： 13.8 マンション派

持家派 22.5 ： 2.5 賃貸派

新築派 8.8 ： 15.0 中古派

広さ現状維持 21.3 ： 1.3 ダウンサイジング可

低層マンション派 18.8 ： 3.8 高層マンション派

住まいの考え方 （合計100%、中間回答非表示）

現在の住まい（実態） 理想の住まい（希望）

このタイプの特徴

2 

タイプ別に、今どんな住まいに住んでいて、満足しているのか 「居住実態」 とともに、今後のどんな住まいに住みたいの
か 「理想の住まい」 を分析しています。 



●タイプ分類および生活価値観分析データ ： 読広生活者調査ＣＡＮＶＡＳＳ 最新版概要 

−調査対象：  東京30km圏内、大阪20km圏内に居住する満13歳から74歳の一般男女 

−総標本数：   1,800 （東京 1,125 大阪 675） 

−標本抽出：  エリアサンプリング法（町丁抽出⇒個人抽出） 

−調査方法：  留置法（訪問し調査票配布⇒対象者記入⇒訪問回収） 

−調査時期：   2013年9月 

−調査内容：  生活全般（満足感、幸福感、関心・こだわり度分野）  

     生活意識・態度・商品の購入（衣食住など１７分野） 

     メディア（メディア接触状況、広告イメージなど） 

     好みや願望（自信度、所有商品、自動車重視ポイント） 

    フェイス（デモグラフィック、こづかい、所有車など） 

  

●住まいの希望 詳細分析データ：オリジナル調査 

−調査対象：  東京30km圏内、大阪20km圏内に居住する満50歳から74歳の一般男女 

−総標本数：   1,080 （設計：5歳きざみ×男女 10セル各100人 計1,000人） 

−調査方法：  インターネット調査（実査：マイボイスコム） 

−調査時期：   2014年6月 

−調査内容：  老後の住まいに対する希望（場所・住居形態・求めるスペック・周辺施設など） 

    老後にしたいこと（理想の暮らしなど） 
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お問い合わせ先 

■本リリースについて 

    総務局 乗杉 

    TEL：03-5544-7104  
  

■調査の詳細、『読広生活者調査CANVASS』について 

    Ｒ＆Ｄ局 ナレッジ研究ルーム  上野、西野、関、齋藤 

    TEL：03-5544-7324 

●『読広生活者調査 CANVASS』 最新刊書籍の概要 

   『読広生活者調査 CANVASS』 定価 20,000円（税込21,600円） 

   ・発行所 ：株式会社読売広告社  東京都港区赤坂5-2-20 赤坂パークビル 

   ・内容目次 

     ＜巻頭分析編＞ 

     「シニア層分析レポート ～住まい意識クラスタ～」 

     ＜データ編＞ 

会社概要 
  

株式会社 読売広告社 
■代表者名 ：代表取締役社長 中田安則 
■設立 ： 1946年7月11日 
■所在地 ：東京都港区赤坂5-2-20 赤坂パークビル 

＜シニア層分析を行ったベースデータについて＞ 


